

















































また高瀬雅男氏は学界素描・経済法研究の現状と課題J( i"季刊科学と d思想J 28 























































































































































(8) 1:坊主彦『現代の国家と財政の理論』三一書房， 1960年島恭彦著作集』第 5巻国
家独占資本主義論，有斐閣， 1983年， 9ページ。

















































































































































































































































































































































詰(1)法律時報.fl39在 6-8・.1967年 5月. 27ページ以下。
(2) 松|札同上28ページ。
(3) 松岡. fij拘. 28ページ。




のでもない。すでに我々が-1Tして与ー祭してきたように. [司家の経済への介入は. ff. 

















「法学論集.! 8巻 2号， 1973年 3月， 135ページ以下は，現代法論争を経済法に関す
る論点から検討している。




































(1Z) 代表的なものとして，稲子恒夫「現代の国家独占資本主義と法J N J研究会『季刊
現代法J 6号， 1971年， 4月。
(13) 代表的なものとして，前田達男「現代法と国家独占資本主義」和歌山大学 r経済理
論.J 115号，のち NJ研究会「季刊現代法.JJ 4号，前回達男「国家独占資本主義一現
代法論と社会法規座JIi苧刊科学と思想.JJ14号， 1974年10月， 112ページ以下。
(14) 天肝和夫他制「マルクス主義法学講座.JJVI巻，現代日本法分析， 日本評論社， 1976 
年， 8~現代日本における政策と法，片岡昇氏執筆の 1 節概説， 207ページ。







122 経 営 と 経 済
(20) 本間重紀 riixuS経済法の研究(一)一国家的独占と経済法一」京大社研「社会科学研究」








側 レーニン「ロシア社会民主労働党(ボ)第 7回(4月)全国協議会」全集， 24巻， 240ページ。
間 南克己 r[j帝国主義論』と国家独占資本主義一一一国家独占資本主義論への序説J[j土
地制度史学.123号， 1964年 4月， 16ページ。 r一般的規定.国家独占資本主義は，一










108巻 2号， 1971年 8月，のち『現代資本主義財政論』有斐ml，1974年所収。
側 森岡孝二氏の国家独占資本主義論については国家独占資本主義論と現代資本主





3号， 1971年， 146ページ以下。「重要産業統制法I統制総出法J[j現代法学半典.1'2， 
3，日本評論社， 1973年戦時経済法の研究一一国家的独占と経済法-→-)仁)J 京
大社研『社会科学研究.125巻 6号， 26巻 l号， 1973年， 1974年。
(3) 本間「戦時経済法の研究(一)J東大社研『社会科学研究.125巻 6号， 3ページ。
経済法概念をめぐる問題について









































































[EJ有企業}'，講座今日の日本資本主義.IJ 5日本資本主義と財政，大月書庖. 1982年.305 
ページ以下。
